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２２２２    開催日時開催日時開催日時開催日時            平成平成平成平成27272727年年年年10101010月月月月26262626日日日日((((月曜日月曜日月曜日月曜日) ) ) ) 午後午後午後午後19191919時時時時00 00 00 00 分から午後分から午後分から午後分から午後20202020時時時時30303030分まで分まで分まで分まで    

３３３３    開催場所開催場所開催場所開催場所            南予南予南予南予地方局地方局地方局地方局八幡浜八幡浜八幡浜八幡浜支局支局支局支局７７７７階大会議室階大会議室階大会議室階大会議室((((八幡浜市北浜八幡浜市北浜八幡浜市北浜八幡浜市北浜1111----3333----37373737))))    

４４４４    出席者出席者出席者出席者                委員委員委員委員 19191919 名名名名、、、、随行者随行者随行者随行者９９９９名、オブザーバー名、オブザーバー名、オブザーバー名、オブザーバー1111 名、事務局等名、事務局等名、事務局等名、事務局等 10101010 名、名、名、名、報道機関１報道機関１報道機関１報道機関１名名名名     

５５５５    会議の内容会議の内容会議の内容会議の内容((((全部公開全部公開全部公開全部公開))))    

○○○○議議議議    事事事事    

（１）医療需要等の推計結果の報告（１）医療需要等の推計結果の報告（１）医療需要等の推計結果の報告（１）医療需要等の推計結果の報告    

（２）地域医療構想における患者流出入を踏まえた必要病床数（案）について（２）地域医療構想における患者流出入を踏まえた必要病床数（案）について（２）地域医療構想における患者流出入を踏まえた必要病床数（案）について（２）地域医療構想における患者流出入を踏まえた必要病床数（案）について    

    資料１～２、参考資料１～４：事務局説明資料１～２、参考資料１～４：事務局説明資料１～２、参考資料１～４：事務局説明資料１～２、参考資料１～４：事務局説明    

必要病床数推計の調整方針について、高度急性期は医療機関所在地の医療需要、急性必要病床数推計の調整方針について、高度急性期は医療機関所在地の医療需要、急性必要病床数推計の調整方針について、高度急性期は医療機関所在地の医療需要、急性必要病床数推計の調整方針について、高度急性期は医療機関所在地の医療需要、急性

期・回復期・慢性期は患者所在地の医療需要、慢性期は特例を採用し、必要病床数（案）期・回復期・慢性期は患者所在地の医療需要、慢性期は特例を採用し、必要病床数（案）期・回復期・慢性期は患者所在地の医療需要、慢性期は特例を採用し、必要病床数（案）期・回復期・慢性期は患者所在地の医療需要、慢性期は特例を採用し、必要病床数（案）

のとおり調整することをのとおり調整することをのとおり調整することをのとおり調整することを承認を得た承認を得た承認を得た承認を得た。。。。    

 【発言要旨】（●：委員発言、○：事務局発言） 

●現在のところ、八幡浜・大洲圏域では他圏域への流出が多いようだが、将来的な患者

流出入を考える場合には自圏域での医療提供体制を充実させることにより地元での医療

提供が可能となるのでは。 

○急性期・回復期・慢性期を患者住所地の医療需要とするのは、現在他圏域に流出して

いる患者を自圏域で対応できるよう、医療提供体制を充実させようということ。 

●2013年実績病床数と許可病床数におよそ500床と大きな開きがあるが、どう理解した

らよいのか。 

○許可病床ではあっても、何らかの理由により稼働していない病床があるということ。

また、実際には入院治療を受けていても診療報酬の出来高点数が低い場合には、「在宅

医療相当」とされ「実績病床数」には含まれていない場合もある点にもご留意いただき

たい。 

●本来ならもっと多くの病床数を構えたいと思っているが、現在は医師をはじめ医療ス

タッフの不足により実現できていない医療機関もあるのではないかと思う。案に示され

た必要病床数「計1682床」と決まった場合、現在の許可病床数が1985床と上回っている

ため、増床することはできないということになるのか。 

○許可病床数は医療法に基づき管内の医療機関が設置している病床の合計であり、医療

計画で定められている基準病床数でボリュームコントロールされている。基準病床数は

その時点における人口・病床利用率などから算出されるものであり、許可病床数が上回

っている場合は病床過剰地域として圏域内の病床の総数を増やすことはできない。必要

病床数（案）は目標ベッド数であり、将来に向けて持続的に患者を受け入れる体制を維

持するための指標である。なお、この（案）を受けての個々の病院の対応については、

今後調整会議で協議するとともに、それぞれが必要な役割を担っていくことで必要病床



数を達成していきたいと考えている。 

○必要な機能に分化していくことで医療需要に対応できるよう、基金を活用し調整会議

を利用して検討していくことになる。 

●参考資料２（P.17）を見ると心筋梗塞でも、多数が他圏域に流出している。 

●八幡浜・大洲圏域は、地理的に広域にわたり、各地域によって生活圏等に特徴がある。

内子町などでは松山、西予市の一部では宇和島圏域への流出がやむを得ない場合もある

と感じている。また八幡浜や大洲・喜多地域においてもＰＣＩを実施しているがバイパ

ス等、自圏域では対応ができない症例については他圏域に紹介しており、その後継続し

て紹介先で治療を受けていれば診療報酬が減少し、急性期医療として算定されるという

ことが想定される。ある程度の流出はやむを得ないと考える。 

（３）平成（３）平成（３）平成（３）平成28282828年度地域医療介護総合確保基金（医療分）の事業要望について年度地域医療介護総合確保基金（医療分）の事業要望について年度地域医療介護総合確保基金（医療分）の事業要望について年度地域医療介護総合確保基金（医療分）の事業要望について    

            資料３：事務局説明。資料３：事務局説明。資料３：事務局説明。資料３：事務局説明。    

●喜多医師会病院が要望されている「入院患者に対する歯科保健医療の推進」事業の内

容はどのようなものか。 

●平成27年度から要望している事業であり、内容としては、歯科医・歯科衛生士の派遣

により入院患者の口腔ケアや看護スタッフに対する口腔ケアに関する指導などを想定し

ている。県歯科医師会が計画されている内容とほぼ同一の内容だと思われる。 

（４（４（４（４））））その他（その他（その他（その他（質疑・質疑・質疑・質疑・意見交換（発言要旨）意見交換（発言要旨）意見交換（発言要旨）意見交換（発言要旨）））））    

●がんについては、急性期を自圏域で対応できるのか。データを見る限り厳しい印象が

ある。 

○今後の施策で拡充していくように検討していく。また、現在協議している「必要病床

数」について、病床数を達成したかどうかで判断するものでなく、国の研修でも、機能

分化し医療ニーズに対応できる体制をつくるという中身の部分が重要であると話があっ

た。 

●他の圏域に病床を譲り渡すとなると、さらなる過疎化をすすめることになるのではと

懸念している。 

●八幡浜・大洲圏域においても高度急性期に区分される医療も一定レベルは対応できる

必要はある。施設・設備・スタッフなどにおいて拡充が必要な場合については基金を利

用したり、全県事業については大学にも協力を要請したりするなど、対応を調整会議で

検討して実現を目指していく。 

●大洲・喜多地域において現時点では提供できていない外科手術などの医療についても

医師や施設・設備などの充実を図り、あるべき姿・理想の姿を追求していくことが重要

だと考える。 
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